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濁

占

的

競

争

企

業

そ

の

規

模

、r-

大

塚

朗

濁
占
的
競
争
企
業
の
概
念

現
貨
の
企
業
は
最
も
普
通
に
は
、
完
全
濁
占
企
業
と
完
全
競
争
企
業
と
の
こ
つ
の
中
で
そ
れ
の
執
れ
に
も
属
せ
守
、
又
そ
れ
の
一
敦
れ

に
も
類
似
す
る
性
質
を
持
つ
と
と
る
白
、
い
は
い
お
中
間
的
範
略
目
も
の
で
あ
る
。
帥
ち
多
く
の
現
貫
企
業
は
自
己
の
意
思
に
て
完
全
に

市
場
的
供
給
を
統
制

(
E
Z
3
3
し
得
守
的
地
位
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
首
該
闘
係
市
場
に
は
他
白
競
争
企
業
が
あ
っ

τ、
債
格
或
は
供

給
数
量
を
遜
じ
、
何
等
か
白
程
度
に
一
企
業
の
供
給
統
制
を
制
限
す
る
方
向
に
は
た
ら
〈
の
で
あ
る
。
し
か
し
又
二
企
業
が
そ
白
販

買
上
の
債
格
統
制
力
を
全
〈
快
如
し
て
ゐ
て
、
そ
れ
は
た
Y
客
観
的
に
定
ま
る
市
場
債
格
を
前
提
し
己
れ
に
勤
し
で
費
用
方
商
の
考

慮
か
ら
そ
白
供
給
量
を
調
制
し
得
る
だ
け
で
市
場
紙
態
に
就
て
は
何
等
自
律
の
道
を
有
せ
宇
と
い
ふ
の
も
、
普
通
の
事
寅
で
は
な
い
。

完
全
競
争
企
業
に
と
っ
て
は
債
格
函
数
は
一
の
恒
同
数
で
あ
る
。
か
t
A

る
完
全
競
守
企
業
は
如
何
な
る
市
場
保
件
に
上
っ
て
可
能

で
あ
る
か
。
と
れ
を
頗
る
と
と
は
、
完
全
競
争
を
制
限
す
る
市
場
僚
件
を
知
ら
し
む
る
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
完
全
競
争

企
業
は
市
接
の
欣
態
が
弐
白
如
き
性
貨
を
具
へ
る
揚
合
に
成
立
す
る
。

向
供
給
の
刊
白
事
情
に
ぜ
て
筒
々
の
企
業
の
生
産
高
は
常
設
部
門
田
生
産
高
長
慣
に
比
較
し
て
費
際
上
無
限
に
小
き
い
。
誕
に
い
へ
ば
同
一
生

産
部
門
の
上
に
賀
際
上
無
限
に
多
数
な
る
企
業
が
相
互
競
争
の
閣
僚
を
以
て
並
び
立
つ
で
ゐ
る
。
故
に
、
筒
々
の
企
業
が
供
給
金
瞳
の
上
に
及
ぼ
す
影

響
は
貸
際
上
無
限
に
小
さ
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
完
全
競
争
企
業
は
軍
に
右
目
如
き
俳
給
の
側
に
於
げ
る
事
情
の
み
を
以
て
し
で
は

そ
白
成
立
の
傑
件
を
充
分
に
具
備
す
る
も
?
と
い
へ
な
い
。
こ
れ
に
就
て
は
需
要
の
側
白
事
民
を
も
願
ね
ば
な
ら
ぬ
。

間

需
M
R

自
剛
田
事
情
に
於
て
需
要
者
の
立
場
か
ら
は
、
生
産
物
白
品
質
そ
の
他
に
就
て
、
倍
々
白
生
産
者
剖
ち
供
給
者
が
凡
て
同
質
性
白
も
白

澗
占
的
競
争
企
業
&
そ
白
規
模

第
六
続

四

'" 

第
五
十
=
一
巻

六
四
五

Cf. Chamherlin， E.~ The Theory of Monopolistic Competition， 1933， P..:. ~5 
Vgl. Stackelberg， H. v.， Grundlagen einer reinen， Kostentheor!e， 1932予8.87
RobinsOD~ J.， The Economics of Imperfect Competition， p. 18. 
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栂
占
的
競
争
企
業
と
そ
白
規
模

第
五
十
三
魯

第
六
畳

六
四
六

五
O 

に
認
め
ら
れ
、
従
っ
て
そ
の
聞
に
何
等
由
選
好
み
な
さ
こ
主
計
必
要
で
あ
る
。
逝
に
い
へ
ぽ
、
糟
て
の
需
要
者
は
早
純
旦
ワ
一
様
に
専
ら
低
廉
な
る
供

給
を
迅
求
ナ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
師
ち
、
需
要
の
同
質
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
向
。

完
全
競
争
的
企
業
を
可
能
な
ら
し
め
る
右
三
憎
件
は
、
現
貨
の
世
界
円
上
で
は
普
通
に
何
等
か
の
程
度
に
於
て
蛍
め
ら
れ
で
ゐ
る
。
先
づ
僻
軸
の
棚

か
ら
こ
れ
を
見
る
に
、
現
賀
山
一
農
業
部
門
市
場
白
上
で
倍
々
の
企
業
の
供
給
が
僻
給
金
揮
に
劃
し
て
貴
際
的
無
限
小
円
比
重
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
主

い
ふ
こ
と
は
極
め
て
稀
な
特
珠
の
場
合
に
止
ま
る
d

一
部
門
市
場
に
は
背
誼
に
有
限
的
多
数
企
業
が
併
存
し
て
ゐ
て
、
供
給
金
峰
に
謝
し
て
夫
々
一
定

の
費
際
的
比
重
を
持
っ
て
ゐ
る
。
特
に
小
規
模
企
業
の
間
に
際
立
っ
て
大
規
模
化
L
て
ゐ
る
企
業
の
存
ず
る
市
場
に
於
て
は
、
こ
れ
に
就
て
右
自
事
情

が
一
層
編
著
で
あ
る
。
普
調
に
見
ら
れ
る
市
場
の
性
格
を
規
定
す
る
に
劃
し
、
以
上
の
如
き
俳
拾
の
怖
に
存
す
る
事
情
内
意
義
主
相
侠
ち
、
と
れ
と
抽

ん
で
作
用
し
て
、
而
も
一
層
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
主
し
て
、
需
要
の
剛
に
存
ず
る
事
情
を
顧
る
必
要
が
あ
る
。
旬
ち
、
需
要
の
側
を
見
る
に
、

そ
れ
の
同
質
性
が
多
少
共
害
は
れ
て
ゐ
る
場
合
が
頗
る
多
い
。
需
要
の
品
質
性
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
換
言
ナ
れ
ば
、
需
要
者
は
普
遁
に
商
品
目
買
入

に
就
て
供
給
企
業
に
劃
ナ
る
何
等
か
の
選
好
み
(
官

ora-o)
の
傾
向
記
有
し
て
ゐ
る
。
需
要
由
選
好
み
現
象
を
生
ず
る
原
因
と
し
て
は
哉
の
三
要
素

が
主
要
な
も
の
で
あ
る
。

(
イ
)
同
積
肘
聞
の
品
質
分
化
遁
常
白
事
情
と
し
て
需
要
者
同
同
じ
桓
輔
の
酎
に
就
て
も
筒
々
の
企
業
白
供
給
の
聞
に
苦
干
の
品
質
差
等
を
想
定

し
て
ゐ
る
。
こ
の
品
質
差
轄
の
想
定
は
賀
存
的
組
依
に
音
量
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
あ
り
、
或
は
草
に
庚
告
、
宣
博
、
そ
の
他
等
の
升
的
相
究
機
に
影
響

苫
れ
た
る
早
な
る
顧
客
の
主
視
的
事
情
に
立
脚
す
る
こ
と
が
あ
る
。
い
づ
れ
に
し
で
も
、
今
町
場
合
結
果
は
同
じ
で
、
か
〈
由
如
き
場
合
に
は
慣
格
高

差
が
或
る
程
度
に
遣
す
る
ま
で
夫

L

々
の
需
要
者
は
特
定
心
企
業
を
選

Hhm
せ
る
買
入
を
行
ゐ
。
或
る
程
度
ま
で
の
慣
格
差
が
あ
っ
て
も
、
他
の
企
業
白

供
給
に
鈎
ら
れ
て
行
か
な
い
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
需
要
態
度
目
非
合
理
性
需
要
者
は
そ
の
買
入
上
に
、
義
理
、
人
情
、
個
人
的
又
は
集
闘
的
習
慣
、
庖
員
の
非
扱
振
り
又
は
有
情
景
物
宇
田

影
響
帯
、
並
に
他
白
一
般
同
種
企
業
の
供
給
に
閲
し
て
込
謹
正
概
な
る
知
識
を
有
せ
ざ
る
こ
と
撃
に
支
配
さ
れ
る
ひ
か
〈
て
事
賃
上
或
る
程
度
ま
で
の

慣
格
高
差
は
あ
っ
て
も
、
特
定
企
業
の
供
給
か
ら
離
れ
て
他
白
企
業
白
そ
れ
に
趣
か
な
い
ー
と
い
ふ
場
告
が
多
い
。

(
ハ
)
貫
入
上
の
運
賃
費
等
の
考
慮
需
要
者
は
買
入
に
伴
ふ
運
賃
費
又
は
買
入
上
の
距
離
に
基
〈
詩
画
勢
を
考
慮
し
、
そ
自
動
か
ら
立
地
に
闘
し

で
特
定
企
業
白
供
給
を
選
好
品
ナ
る
己
止
が
多
い
。
か
a
ふ
る
事
情
に
支
配
さ
れ
て
一
企
業
を
経
る
特
別
の
顧
客
群
が
成
立
す
る
。
そ
の
企
業
は
慣
格
上

に
夫
々
一
定
の
高
差
が
生
ず
る
ま
で
は
離
れ
去
ら
な
い
顧
客
白
集
闘
を
持
つ
こ
と
剖
出
車
る
。

供
給
及
び
需
要
の
上
に
見
ら
れ
る
以
上
白
諸
事
情
を
蹴
れ
ば
、
現
賞
企
業
の
多
く
白
も
白
は
、
そ
れ
が
た
と
へ
完
全
調
占
的
企
業

寧駒市場については梢とれに近い特珠側出見られる o
~o_~inson， J-， Ibid.， p. 89 
何等かの貨質的根擦に某〈のでな〈、市場調視の世間に因る競争の制限は、
一時的麓宇制限として他の場合から匝別ずべきものである。 Vg1.Schneider， 
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で
は
‘
な
い
に
し
て
も
、
乙
れ
を
中
心
と
し
て
、
市
場
杢
懐
白
需
要
に
剖
し
賓
際
的
比
重
を
有
し
、
相
射
的
に
濁
立
じ
て
或
る
程
度
の

範
固
に
と
れ
に
割
し
澗
占
的
支
配
力
を
及
ぽ
し
得
べ
苦
筒
別
需
要
闘
が
そ
と
に
成
立
し
て
ゐ
る
己
と
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
帥

ち
、
現
賞
企
業
の
多
〈
の
も
の
に
封
ず
る
需
要
は
無
限
大
の
弾
力
性
を
持
つ
も
の
で
は
だ
い
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
債
格

を
僅
か
引
き
上
げ
る
と
と
に
よ
っ
て
全
郊
の
需
要
を
央
ひ
、
或
は
又
そ
の
債
格
を
僅
か
引
き
下
げ
る
乙
と
に
よ
っ
て
己
れ
に
劃
す
る

需
要
の
量
を
無
限
に
膨
張
せ
し
め
る
と
い
ふ
と
と
は
左
い
。
筒
々
の
企
業
主
基
準
に
し
て
見
た
る
、
と
れ
へ
の
需
要
は
債
格
の
縫
動

と
の
関
係
忙
於
て
、
皆
無
か
寅
際
的
無
限
増
か
と
い
ム
縫
化
性
で
は
友
く
し
て
、
或
る
程
度
の
同
定
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
帥
ち
一

箇
々
の
企
業
は
そ
の
需
要
の
相
針
的
問
定
性
を
利
用
し
て
或
る
程
度
随
意
に
債
格
を
定
め
る
と
と
が
出
来
る
。
而
し
て
、
そ
の
相
針

的
に
同
定
せ
る
筒
別
需
要
図
を
中
心
的
基
礎
と
せ
る
需
要
数
長
は
債
格
の
制
約
を
受
け
て
制
限
的
純
圏
内
に
伸
縮
す
る
と
と
を
免
れ

な
い
。
か
〈
て
、
普
通
に
現
賓
企
業
ほ
需
要
数
量
の
増
加
と
相
繋
る
債
格
の
暗
躍
降
を
一
不
す
と
と
る
の
筒
別
需
要
曲
線
を
持
つ
と
い
へ

る
。
需
要
者
側
白
事
情
に
謎
化
在
き
か
ぎ
り
、
需
要
を
増
加
せ
し
む
る
に
は
債
格
を
低
下
せ
し
め
ね
ば
た
ら
ぬ
。
右
も
需
要
の
維
持

， 

又
は
増
加
に
針
す
る
憤
格
白
側
白
抵
抗
的
影
響
を
阻
却
す
る
潟
K
、
康
骨
又
は
版
貰

N' 

々
白
筒
別
市
場
を
持
つ
と
い
ふ
己
と
が
出
来
る
。

事存

上
。
特
別
サ
ー
ビ
ス
等
の
如
昔
、
費
用
を
惹
起
す
る
特
殊
凸
版
費
手
段
が
或
る
程
度

の
穀
力
を
持
つ
己
と
は
認
め
ら
れ
向
。

由 pply

要
す
る
に
、
現
賞
企
業
の
一
多
く
の
も
の
は
筒
々
に
、
た
と
へ
ぽ
第
一
岡
に
於
け
る

z
z、
帥
仰
に
よ
う
て
示
さ
れ
る
如
き
需
要
曲
線
を
持
っ
て
ゐ
る
。
帥
ち
、
そ
れ
は
そ

圃

N' 

。
中
に
於
て
自
ら
一
際
の
と
こ
ろ
完
全
湖
占
的
企
業
に
似
た
地
位
を
保
ち
得
べ
き
夫

y 

。

百

し
か
し
、
か
h

る
性
質
の
筒
別
市
揚
を
自
己
の
部
分
と
し
て
含
む
と
と
ろ
白
一
全

調
占
的
競
字
企
業
主
そ
の
規
模

第
五
十
三
巻

六
四
七

第
六
腕

王

weltwirtschaft1iche:;， Archiv~ E.， ZUT Konkurrenz und Preisbildung auf 
48. Bd. S5. 402-403 
Schneider， E.， a: a. O. S. 405 
箇々白企業に封ずる需要者はその企業が求むる憤椅に於て自ら買はんとする

7) 
8) 



凋
占
的
競
宇
品
業
と
そ
の
規
模

第
五
十
一
ユ
巻

六
四
八

静
六
脱

主王

悼
と
し
て
の
市
場
又
は
産
業
は
、
完
ス
宅
淵
占
的
市
四
割
と
は
そ
の
性
質
を
異
に
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
完
全
猫
出
的
市
場
に
於
け
る

一
企
業
の
均
衡
は
他
の
企
業
か
ら
の
競
争
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
と
と
が
な
い
。
し
か
し
、
複
数
の
箇
別
市
場
主
包
含
す
る
一
司
会
館

市
場
又
は
産
業
は
各
筒
企
業
問
の
相
割
的
競
守
閥
係
を
そ
れ
の
内
部
に
苧
ん
で
ゐ
る
。
此
白
鞘
或
る
程
度
は
完
全
競
争
市
場
に
似
た

事
情
が
そ
こ
に
潜
ん
で
ゐ
る
と
い
へ
る
。

以
上
に
述
べ
た
と
と
ろ
を
綜
指
し
て
考
へ
る
に
、
現
賀
白
一
産
業
部
門
市
場
は
全
欄
と
し
て
完
全
濁
占
と
完
全
競
守
と
の
中
聞
に

位
す
る
性
質
を
持
つ
と
い
ふ
ぺ
昔
で
あ
る
。
か
、
る
性
質
の
市
場
形
態
は
不
完
全
競
争
(
岡
田
宮
骨
♀

E
日
官
吾

5
4
又
は
狽
占
的
競
争

(
5
0
5旬。
H
E
5
8
5
0
E
5
3
1
等
の
名
稿
に
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
と
ι
込
で
濁
占
的
競
争
企
業
と
い
ふ
り
は
、
ゐ
の
如
き
性
質
の
市
場
に

於
て
自
己
の
箇
別
市
場
主
布
す
る
企
業
の
義
で
あ
る

調
占
競
争
的
企
業
は
そ
れ
自
捕
の
筒
別
需
要
曲
線
を
持
。
離
に
於
て
一
膝
は
完
全
狐
占
的
企
業
と
そ
の
性
質
を
同
じ
〈
す
る
。
け

れ
E
も
、
そ
れ
は
決
し
て
完
全
制
占
的
企
業
の
如
く
陀
他
の
企
業
の
競
争
か
ち
全
然
解
放
さ
れ
た
立
場
に
あ
る
も
の
で
は
泣
い
。
調

占
的
競
争
市
場
白
上
で
は
、
規
模
の
優
劣
や
康
昔
そ
の
他
の
版
買
手
段
を
媒
介
と
す
る
競
争
作
用
の
結
果
、
企
業
の
生
械
や
、
各
箇

企
業
白
生
産
量
の
増
減
が
起
る
の
で
あ
る
。
印
ち
、
調
占
的
競
年
市
揚
の
全
組
又
は
一
部
門
産
業
の
上
で
は
、
競
争
作
用
の
溺
忙
企

業
聞
の
闘
係
が
動
携
し
易
く
、
各
筒
企
業
の
一
安
定
が
維
持
さ
れ
難
い
。
し
か
し
、
そ
白
動
揺
は
市
場
全
組
心
上
の
安
定
左
指
向
す
る

方
向
に
於
て
起
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
調
占
的
競
争
企
業
は
、

一
膝
興
へ
ら
れ
た
筒
別
需
要
曲
線
を
前
提
し
て
己
れ
に
封
ず
る

そ
れ
白
憾
の
均
衡
欣
態
主
遁
求
ず
る
け
れ

E
も
、
他
方
叉
、
市
場
金
慣
の
均
衡
を
追
求
す
る
方
向
に
於
て
起
っ
て
来
る
外
部
企
業
の

競
争
白
影
響
に
鳴
ら
さ
れ
て
ゐ
で
、
そ
れ
と
の
閣
の
関
係
を
調
整
さ
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
立
場
に
あ
る
。

数量を決定する。いはピ数量温臆者 (Mengena:npasser) として行動する。
Vgl. Mellerowicz， K_， Kosten und Kosten田 chnuug，I. S. 344 
Chamberlin， E.， Ibid.， p. 68， et seq. 
Schn目 der，E_， a_ a. 0_ S. .qo5-
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調
占
的
競
争
企
業
の
規
模

既
に
見
た
如
〈
、
筒
々
白
調
占
的
競
争
企
業
主
繰
る
筒
別
市
場
は
何
等
か
の
保
件
に
よ
っ
て
他
の
企
業
か
ら
白
競
争
を
或
る
桂
皮

に
阻
却
し
て
ゐ
る
。
い
は
ピ
モ
己
に
相
封
的
調
占
乃
至
制
限
さ
れ
た
濁
占
が
あ
る
。
か
i
A

る
市
場
の
筒
別
需
要
曲
線
は
制
限
さ
れ
た

弾
力
性
の
も
の
と
し
て
右
F
り
形
態
に
護
か
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
。

長
期
静
態
に
於
て
、
奥
へ
ら
れ
た
箇
別
需
要
曲
線
を
前
提

L
、
と
れ
に
封
し
て
、
犯
占
的
競
争
企
業
の
均
衡
的
規
模
を
規
定
す
る

己
と
が
出
来
る
o

尤
も
そ
の
規
定
の
内
容
は
営
該
企
業
が
立
脚
す
る
基
本
的
指
導
原
理
が
日
常
利
主
義
か
財
要
充
足
主
義
か
に
従
っ
て

相
異
ら
ざ
る
を
得
友
い
。
営
該
h
r
業
白
内
面
的
，
退
求
目
棋
が
同
じ
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
づ
乙

L

で
は
、
叫
営
利
主
義
の

揚
合
あ
と
と
り
み
に
つ
い
て
の
考
察
に
限
る
の
で
あ
る
。

此
の
揚
合
に
吾
々
は
一
臆
白
止
と
ろ
、

一
の
調
占
的
競
争
企
業
に
剖
ず
る
他
白
企
業
か
ら
む
競
争
を
捨
象
し
た
繰
件
の
下
に
あ
る

と
と
る
の
規
模
白
均
衡
、
即
ち
筒
別
均
衡
的
規
模

(MEMgz-2E】

MEE)
を
問
題
に
す
る
と
と
が
出
来
る
o

か
a
h

る
意
味
の
均
衡

規
模
は
次
の
如
宮
内
容
を
含
ん
で
規
定
さ
れ
弘
。
卸
ち
、
そ
れ
は
夫
々
の
同
有
産
業
部
門
に
於
貯
る
典
へ
ら
れ
た
技
術
の
紋
態
と
生

産
要
素
債
格
と
を
前
提
し
て
定
主
る
と
己
ろ
の
計
霊
単
位
費
用
曲
線
を
基
礎
に
し
て
襲
か
れ
る
長
期
限
界
費
用
曲
線
が
、
他
の
競
争

‘
泣
き
も
の
と
し
て
奥
へ
ら
れ
た
右
下
り
白
筒
別
需
要
曲
線
を
基
礎
に
せ
る
限
界
牧
径
曲
線
と
交
は
る
瓢
の
横
軸
に
て
一
不
さ
れ
る
生
産

量
相
首
の
規
模
り
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
需
要
の
弾
力
性
が
一
よ
り
大
で
あ
る
揚
合
に
、
そ
し
て
そ
れ
が
普
通
の
事
態
で
あ
る

が
、
右
の
一
一
限
界
曲
線
は
必
一
十
横
軸
の
上
方

K
於
て
交
は
る
の
で
あ
る
。

右
目
如
〈
し
て
定
ま
る
均
揖
駒
内
成
社
機
構
は
、
完
全
開
占
白
そ
れ
と
金
〈
同
ピ
内
部
的
論
理
由
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
吾
々
は
.
そ
か
が
潤
占
的

凋
占
的
旗
手
企
業
主
そ
り
規
模

第
五
十
三
巻

六
四
九

第
六
説

五

拙稿、企業原理と企業規模、経済論議、 53巻 3韓日頁 43頁 O

Robinson， J.， bid. p". 94. 
Impe-rfect Competition and Falling Supply Price. EcヲnomlC

Journal， 1932， p. s4B 
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調
占
的
競
字
企
業
と
そ
の
規
模

第
五
十
一
一
一
審

第
六
競

宝王

国

六
九

O

競
争
企
業
に
謝
す
る
外
部
品
ら
由
競
争
を
一
腰
捨
象
す
る
傑
件
の
下
に
規
定
さ
れ
た
も
自
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
品
開
る
に
、
現
貨
の
具
瞳

的
な
安
に
於
て
は
、
完
全
濁
占
山
場
合
と
共
っ
て
、
珊
占
的
競
争
企
業
に
封
ず
る
外
部
か
ら
の
競
争
の
影
響
が
全
面
的
に
遮
断
さ
れ
て
ゐ
る
白
で
は
な

い
。
故
に
、
凋
占
的
競
争
企
業
の
規
模
の
筒
別
的
均
楕
が
超
費
償
格
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の

K
L
で
定
宮
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
費
償
協
を
可
能
に

す
る
市
場
扶
惑
が
升
部
か
ら
の
競
争
を
誘
渡
す
る
も
の
と
考
へ
ね
ば
な
ら
向
。
却
ち
、
右
に
油
べ
た
如
き
成
立
機
構
を
ほ
て
定
品
、
b
れ
た
胴
占
的
競
字

企
業
の
規
模
白
均
街
、
換
言
す
れ
ば
筒
別
均
衡
は
、
一
産
業
部
門
自
杢
鶴
市
場
由
上
で
他
の
親
企
業
よ
り
加
へ
ら
れ
る
常
設
企
業
へ
の
競
事
的
影
響
E

も
取
入
れ
た
共
控
的
閥
保
の
上
に
於
け
る
均
街
、
換
肯
す
れ
ば
完
全
均
時
と
己
札
を
相
翻
せ

L
品
一
同
者
が
直
ち
に
同
一
白
も
の
で
あ
る
と
牢
へ
る
こ
と

は
由
来
な
い
。

固
よ
り
、
潤
占
的
競
争
企
業
は
其
の
需
要
者
に
闘
す
る
外
部
か
ら
由
競
争
を
或
る
桂
皮
に
阻
却
す
る
何
等
か
田
特
殊
事
情
を
持
つ
こ
と
を
そ
の
性
格

の
中
に
合
ん
で
ゐ
る
。
し
か
し
、
自
己
費
本
利
子
を
も
合
む
草
枕
費
用
を
超
過
す
る
過
大
慣
格
の
成
立
す
る
棚
骨
が
存
す
る
左
と
ろ
で
は
、
そ
の
筒
別

市
場
~
白
他
白
新
企
業
山
競
争
的
借
入
の
試
み
が
、
誘
愛
さ
れ
る
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
尤
も
、
如
何
に
高
率
の
利
潤
出
成
立
し
て
も
そ
れ
が
、
そ
の

筒
別
市
場
へ
の
競
争
的
性
入
を
妨
げ
て
ゐ
る
特
弗
事
情
を
克
服
す
る
に
足
ら
な
い
と
い
ム
如
き
、
極
端
な
場
骨
が
あ
る
な
ら
ば
、
利
潤
寧
に
制
約
さ
れ

る
競
守
的
影
響
の
問
題
ほ
か
ミ
る
み
と
ろ
に
起
り
得
な
い
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ふ
。
そ
の
際
、
か
i
h

る
朕
態
の
企
業
は
筒
則
的
均
衡
の
規
模
の
備
で
完
全

な
る
均
帽
に
あ
る
と
い
へ
る
。
け
れ
ど
も
、
普
題
に
は
趨
費
償
絡
を
成
立
せ
し
む
る
箇
別
均
衡
に
劃
し
て
は
他
の
企
業
か
ら
来
る
摺
協
的
競
事
の
試
み

の
可
能
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

己
t

ゐ
に
筒
別
均
術
的
規
模
白
企
業
主
具
健
的
に
一
全
健
市
場
の

k
忙
世
い
た
場
合
に
成
立
す
る
完
全
均
衡

D
問
題
が
、
館
別
均
衡

白
問
題
以
外
に
別
に
起
う
て
来
る
根
擦
が
存
し
て
ゐ
る
。
た
ど
、
超
費
債
格
を
可
能
な
ら
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
筒
別
均
衡
的
規
模
に
封

し
一
ー
と
れ
を
縫
飢
ず
る
方
向
に
は
た
ら
ぐ
外
部
企
業
の
競
争
的
作
用
の
影
響
は
、
営
該
箇
別
的
均
衡

D
構
治
内
容
の
如
何
に
よ
っ
て

↑
慨
に
論
定
し
得
注
い
と
と
を
注
意
せ
ね
ば
在
ら
ね
。
問
題
の
煮
貼
は
、
超
費
債
格
を
可
能
左
ら
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
筒
別
均
衡
的
規

模
が
と
れ
に
制
し
て
は
た
ら
く
他
の
競
争
的
企
業
か
ら
受
け
る
と
と
ろ
の
撹
鋭
的
作
用
の
影
響
は
、
そ
の
規
模
が
計
劃
費
用
曲
線
上

白
如
何
た
る
位
置
の
鞘
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
か
、
そ
の
規
定
鞘
の
位
相
如
何

ι従
う
て
、
と
れ
が
内
容
を
異
に
す
る
己
と
に
存
し

て
ゐ
る
。

Cf. RobinsonJ J.J Ibid.， p. 547 13) 



第
↑
に
、
長
期
筒
別
的
均
衡
が
計
護
費
削
曲
線
上
白
最
低
駄
に
相
蛍
ず
る
生
産
量
、
即
ち
最
泊
規
模
の
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
る

場
合
を
取
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
此
の
場
合
に
於
け
る
均
衡
的
関
係
の
内
面
的
構
浩
は
第
二
国
に
一
ボ
さ
れ
る
如
宮
も
り
で
あ
る
。

0' 

告書

U 
P 

圃

予

?曜

聞
に
於
て
、
巴
口
、

は
街
別
需
要
曲
線
を
一
不
し
、
冨
同
は
と
れ
に
封
ず
る
限
界
牧

小
冊
曲
線
を
一
示
す
。
又
F
K
F

は
計
霊
単
位
費
用
曲
線
を
不
し
、
門
出
は
こ
れ
に
劃
す
る

限
目
仲
費
川
曲
紋
を
一
不
す
も
白
で
あ
る
。
。
は
計
書
草
位
費
用
曲
線
が
限
界
費
用
曲
線

と
一
秒
ず
る
助
、
帥
ち
、
計
養
費
則
曲
線
上
の
最
低
鮪
を
示
し
て
ゐ
る
。
故
に
、

ο

に
相
臆
す
る
生
産
量
。
冨
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
規
模
は
長
期
最
低
単
位
費
用
を
保

詮
す
る
と
己
る
む
も
白
、
即
ち
最
適
規
模
で
あ
る
。
然
る
に
、

一
方
限
界
牧
谷
曲
線

冨
同
は
同
巳
〈
。
に
於
て
限
界
費
用
曲
線
円
、
冨
と
交
は
る
。
か
く
て
.
此
の
揚
合
に
は

右
の
最
適
規
模
は
同
時
に
奥
へ
ら
れ
た
需
要
向
繰
り
己
、
に
針
し
て
最
大
徳
利
潤
を

保
設
す
る
と
と
る
の
規
模
と
左
る
。

右
四
如
苦
闘
係
に
於
て
定
ま
る
均
衡
規
模
の
規
定
す
る
長
期
車
位
費
用
。
冨
は
必

然
的
に
、
比
の
揚
合
に
成
立
す
る
債
格
冨
向
を
下
廻
る
大
き
さ
に
あ
ら
r

査
し
、
制
限
さ
れ
た
弾
力
性
の
需
要
曲
線
に
於
て
限
界
牧

。

谷
は
常
に
慣
格
以
tp
に
あ
る
の
陀
針
し
て
、
単
位
費
用
は
限
界
牧
径
と
一
致
す
る
鞘
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、
生
産
物
単
位

毎
に
自
己
資
本
利
子
費
を
含
む
車
位
費
用
を
超
渦
す
る
徐
剰
牧
絡
が
獲
得
さ
れ
得
る
。
此
の
超
費
牧
盆
線
額
は

形
に
土
っ
て
一
不
さ
れ
得
る
。

曳
M

・
0
冨

-e 

以
上
り
如
苦
内
容
の
欣
態
に
あ
る
企
業
と
し
て
は
、
既
成
保
件
の
程
度
を
超
え
て
ま
で
更
に
そ
の
規
模
を
横
張
し
ゃ
う
と
せ
な
い

で
あ
ら
う
。
査
し
、
さ
う
す
れ
ば
、
限
界
費
用
を
し
て
限
界
牧
徒
主
上
廻
ら
し
め
て
、
綿
利
潤
額
は
減
少
し
始
め
、
そ
の
程
度
は
規

珊
占
的
競
争
企
業
と
そ
の
規
模

第
E
十
=
一
巻

第
六
競

宜

五

六
五

の

矩

Cf. Robinson， J.， Ibid， p. 548. 
~aTcod， R. F.~ Doctorines of Imperfect Competjtion，一TheQuarlerly Journal 
of Economic当 1934，p. 457 
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掴
占
的
競
争
企
業
と
そ
の
規
模

第
五
十
三
巻

六
五
ニ

第
六
観

E
六

模
摘
張
白
各
段
階
勾
に
著
し
く
な
る
。
遂
に
は
綿
費
用
の
完
全
補
償
を
得
ら
れ
宇
し
て
快
損
を
生
宇
る
段
階
に
ま
で
速
す
る
の
で
あ

る
。
帥
ち
、
己
h
に
一
の
箇
別
猫
占
的
競
争
市
場
に
於
て
、
超
曲
賞
債
格

E
可
能
左
ら
し
め
る
規
模
の
筒
別
均
衡
が
成
立
す
る
。
し
か

し
、
か
く
の
如
〈
規
定
さ
れ
た
規
模
の
均
衡
は
未
だ
と
れ
に
針
す
る
他
の
企
業
の
競
争
的
侵
入
の
影
響
を
も
取
入
れ
た
完
全
均
衡
そ

む
も
の
で
は
な
い
。

E
L
K
、
箇
別
均
衡
と
完
全
均
衡
と
の
聞
の
闘
係
に
闘
す
る
問
題
の
一
つ
の
揚
合
が
存
し
て
ゐ
る
。

一
般
に
、
潤
占
的
競
一
午
企
業
ほ
外
部
か
ら
の
競
争
的
攻
撃
に
射
し
で
或
る
程
度
に
己
れ
を
防
衛
す
る
何
等
か
の
特
殊
事
情
に
掩
護

さ
れ
た
欣
態
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
競
争
に
よ
っ
て
外
部
か
ら
と
れ
を
侵
す
D
に
は
相
首
に
著
し
い
廉
債
の
提
供
か
、
乃
至

は
強
力
な
る
庚
告
、
景
品
供
典
、
又
は
特
別
サ
ー
ビ
ス
等
、
何
等
か
新
な
費
用
白
負
捨
を
件
ふ
と
と
る
り
販
寅
千
段
の
採
用
か
を
必

要
注
ら
し
め
ら
れ
る
。
今
白
場
合
に
、
か
t
A

る
特
別
白
競
争
方
法
を
採
用
す
る
と
と
を
得
ペ
き
一
際
の
前
提
は
、
競
争
新
企
業
白
ら

が
組
織
に
よ
る
節
約
の
利
袋
を
高
度
に
亨
受
し
て
ゐ
る
か
、
或
は
競
争
に
成
功
し
て
そ
の
干
と
が
可
能
に
な
る
と
の
確
買
な
見
込
を

有
す
る
と
い
ふ
と
と
で
あ
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
。
相
手
方
輩
企
業
が
組
織
に
よ
る
節
約
白
利
益
を
既
に
高
度
に
亨
受
し
て
ゐ
る
揚
合
、
殊

に
相
手
方
企
業
が
既
に
最
適
規
模
に
達
し
て
ゐ
る
場
合
の
超
費
徐
刺
は
節
約
さ
れ
た
費
用
を
基
礎
に
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
競
争
を
挑
む
企
業
が
既
に
最
遁
規
模
に
あ
っ
て
而
も
最
大
利
潤
を
沿
さ
む
る
地
位
に
立
っ
て
ゐ
る
左
ら
ば
、
そ
D
企
業
は

他
の
企
業
主
侵
し
て
更
に
自
ら
の
規
模
を
損
張
せ
ん
と
試
み
る
と
と
は
な
い
で
あ
ら
う
。
荒
し
、
競
争
の
過
程
に
於
℃
は
、
限
界
牧

盆
が
限
界
費
用
を
償
は
や
J

、
叉
た
と
へ
相
手
方
企
業
を
倒
し
て
自
ら
白
箇
別
需
型
曲
紘
を
押
し
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
に
至
り
、
か

く
て
過
大
規
模
に
於
け
る
最
大
利
潤
離
に
建

L
得
て
も
そ
れ
は
狗
占
的
競
争
市
場
に
於
て
長
期
的
に
安
定
せ
る
市
場
的
地
位
で
は
左

'
ぃ
。
乙
れ
に
就
て
は
、
後
に
遁
ぶ
る
と
と
ろ
に
よ
っ
で
説
明
さ
れ
る
。

失
に
、
未
完
最
適
規
模
に
あ
ら
ざ
る
企
業
が
最
諸
規
模
に
て
箇
別
均
衡
に
あ
る
企
業
を
侵
し
、
自
ら
債
格
を
以
て
少
く
と
も
費
用

を
償
ひ
符
る
最
諸
規
模
生
産
に
建
す
る
見
込
は
様
賞
ヤ
あ
る
か
。
そ
の
と
と
が
確
寅
で
あ
る
震
に
は
、
低
廉
生
産
費
可
能
な
る
最
遜



規
模
企
業
か
ら
の
強
力
友
反
撃
の
危
険
を
胃
し
左
が
ら
、
相
営
久
し
昔
に
渉
っ
て
、
債
格
又
は
販
責
千
段
に
闘
し
、
債
権
主
以
て
償

は
れ
左
い
強
力
た
犠
牲
的
競
年
手
段
聖
用
ゐ
、
と
れ
に
よ
っ
て
、
最
適
規
模
に
て
箇
別
均
衡
に
あ
る
会
議
へ
の
需
要
を
相
官
高
度
に

長
期
的
に
侵
蝕
し
得
る
の
可
能
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
己
れ
に
つ
い
て
は
、
競
争
を
挑
む
企
業
の
扶
損
的
欣
態
の
佳
で
D
持
積
的

存
立
可
能
主
行
さ
Y
る
限
り
、
そ
の
こ
と
の
可
能
は
否
定
さ
れ
る
。
か
く
て
、
最
適
規
模
に
あ
っ
て
箇
別
均
衡
を
得
て
ゐ
る
企
業
に
封

ず
る
外
部
か
ら
の
競
争
的
侵
蝕
は
理
論
的
に
見
る
か
ぎ
り
、
動
れ
の
場
合
に
も
可
能
で
あ
る
と
い
へ
た
い
。
要
す
る
に
、
最
諸
規
模

に
て
筒
別
均
衡
を
得
て
ゐ
る
猪
占
的
競
争
企
業
は
理
論
的
に
は
必
や
超
費
債
格
を
維
持
し
た
が
ら
、
そ
の
億
で
、
完
全
均
衡
に
あ
り

得
る
と
結
論
さ
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
。
た
刊
誌
現
賓
に
は
需
要
曲
線
と
O
闘
係
上
、
か
L

る
企
業
は
極
め
て
少
い
偶
然
的
場
合
に
止
ま
る
。

第
二
に
、
調
占
的
競
争
企
業
の
規
模
の
筒
別
均
衡
が
計
剖
費
刑
曲
線
上
の
最
低
鮪
の
左
側
で
未
だ
と
れ
に
遼
せ
ざ
る
結
に
相
営
す
、

る
生
産
量
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
、
そ
れ
が
超
費
債
格
の
成
立
を
可
能
左
ら
し
む
る
揚
合
が
問
題
に
な
る
。
此
の
揚
A
口
の
箇
別
均
衡

の
構
造
内
容
は
第
三
闘
に
上
っ
て
一
不
さ
れ
る
。x

 

体間

y 

濁
占
的
麓
争
企
業
と
そ
の
親
槙

闘
に
於
て
、
車
位
費
用
曲
線

F
P

に
劃
す
る
限
界
費
用
曲
線
円
冨
は
需
要
曲
線

ロ
ロ
、
に
針
ず
る
限
界
枚
目
叶
曲
級
員
同
と
可
に
於
て
交
は
る
。
然
る
に
司
は
計
劃
費

用
曲
線
上
白
最
低
貼

C
の
左
側
に
あ
る
。

同

ν

に
栢
世
画
す
る
生
産
量
C
冨
は
長
期
最

wm

小
田
単
位
生
産
費
を
可
能
に
す
る
生
産
量
。
出
、
よ
り
小
額
で
は
あ
る
が
、
最
大
綱
利

M

潤
を
成
立
せ
し
む
る
生
産
量
と
し
て
筒
別
均
衡
規
模
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
而

し
て
此
の
際
、
草
枕
費
用
司
、
冨
を
回
目
1

だ
砂
超
過
す
る
超
費
債
格
同
居
が
得
ら

れ
る
。
朗
ち
、
此
の
揚
合
、
最
適
規
模
以
下
の
規
模
に
で
箇
別
均
衡
が
成
立
し
、
そ

Q 

の
債
格
か
ら
徐
剰
牧
径
が
得
ら
れ
て
ゐ
る
り
で
あ
る
。
右
白
如
き
構
造
内
容
を
有
す

第
五
十
三
巻

六
五

五
七

第
六
韓

Cf. Harrod， R. F.， Ibid， p. 4.57 r6) 



調
占
的
競
事
企
業
と
そ
の
規
模

第
五
十
=
巻

第
六
観

ハ
五
四

ヨ王
J、

る

箇

別

均

衡

は

、

組

織

に

よ

る

節

約

O
利

益

の

瀞

在

的

幅

が

比

佼

的

大

な

る

か

、

需

要

の

開

力

性

が

比

較

的

小

た

る

場

合

に

於

て

成

立
し
易
す
い
。

か
ふ
る
費
用
逓
減
の
段
階
に
於
け
る
規
模
D
上
に
成
立
す
る
筒
別
均
揖
が
他
の
競
争
的
影
響
を
取
入
れ
た
完
全
均
荷
へ
の
移
行
の
問
題
を
宥
嘉
す
る

の
に
は
、
掴
占
的
競
争
状
態
に
於
け
る
所
謂
産
業
均
衡
(
同

E
E
E巳
判
官

E
Uロロ
5
9
E℃
阿
古
臣
官
目
白
目
)
の
成
立
倖
件
を
規
定
せ
る
カ
ア
ン
の
定

哩
〔
同
mFPぷ
岡
山
。
-
5
2
z。
ロ
)
な
る
も
の
が
、
有
益
な
示
唆
を
奥
へ
る
手
が
h
A

り
と
な
る
。
カ
ア

ν
の
定
理
由
要
領
を
ロ
ぜ
シ
ソ
ン
の
油
ぶ
る
と
と
ろ
に

よ
っ
て
窺
ふ
に
、
そ
れ
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

一
産
業
部
門
が
全
世
と
し
て
の
均
衡
扶
躍
に
あ
る
伐
に
は
、
そ
の
内
部
に
於
て
次
の
二
重
の
時
件
が
充
た
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
向
。

仰
限
界
肱
益
出
限
界
費
用
に
轄
し
〈
な
け
れ
ば
な
ら
向
。

同
債
格
は
平
均
費
用
に
等
し
〈
な
け
れ
ば
信

ι向。

右
の
二
重
の
樺
件
は
簡
別
需
要
同
線
と
平
均
費
用
曲
線
、
と
が
相
切
す
る
場
合
に
満
足
さ
れ
る
。
ヵ
ア
シ
の
定
理
の
骨
子
は
右
の
如
〈
で
あ
る
が
、
と

の
定
理
を
手
が
か
り
と
し
て
官
面
白
問
題
と
な
ワ
で
ゐ
る
種
類
の
潤
占
的
競
争
企
業
の
筒
別
均
揖
に
劃
す
る
他
の
企
業
の
競
畢
的
作
用
の
影
響
を
論

f

る
に
は
、
設
定
理
由
内
面
的
論
理

r就
て
、
次
円
程
度
に
そ
の
概
要
を
明
か
に
し
て
和
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

印
ち
、
各
箇
企
業
に
超
費
情
格
が
成
立
し
て
ゐ
る
限
り
は
そ
こ
に
不
断
に
新
企
業
の
競
争
的
侵
入
作
用
が
起
る
。
他
方
、
単
位
費
用
曲
糠
が
常
に
需

要
曲
線
を
上
廻
る
快
感

ι於
て
は
抑
も
何
等
の
生
産
も
行
は
れ
得
な
い
替
で
る
る
。
故
に
、
競
宇
的
侵
入
作
用
の
誕
生
し
得
。
へ
き
品
開
地
を
士
〈
消
滅
せ

し
め
な
が
ら
、
而
も
同
時
に
生
産
ポ
可
能
な
る
鴻
に
は
、
平
均
費
用
曲
棉
と
需
要
曲
線
と
が
相
切
す
る
賄
に
相
臆
す
る
坐
産
最
に
よ
っ
て
そ
の
規
模
が

定
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
由
。
掠
る
に
、
右
の
生
産
量
に
於
て
は
、
恰
も
鰍
耽
盆
主
総
費
用
と
が
均
等
し
て
、
奥
へ
ら
れ
た
平
均
費
用
曲
線
と
需
要
曲
線
と

の
開
悼
を
前
提
に
す
れ
ば
、
可
能
的
最
大
剥
潤
を
生
ず
る
生
産
量
で
あ
る
。
従
っ
て
、
此
の
生
産
最
に
於
て
限
界
費
用
と
限
界
牧
盆
と
は
品
品
川
的
に
合
致

し
て
ゐ
る
。
印
ち
、
企
業
は
此
の
生
産
量
に
於
て
筒
別
的
均
衡
世
躍
に
あ
る
。
一
時
業
部
門
+
一
時
に
捗
る
市
場
構
成
が
憾
で
の
企
業
に
就
て
右
の
如
き

内
一
揺
を
合
む
場
合
に
、
そ
の
市
場
は
全
般
と
し
て
安
定
扶
態
に
る
る
と
い
へ
る
。
カ
ア
ン
の
定
理
は
、
以
上
白
如
き
論
理
的
内
容
を
持
つ
白
で
あ
る
。

カ
ア
ン
白
定
理
に
意
味
さ
れ
る
農
業
均
衡
に
於
て
凸
企
業
の
規
模
は
、
右
に
過
ぷ
る
と
こ
ろ
に
従
凡
目
、
第
四
固
を
以
て
示
さ
れ
得
る
。
印
ち
平
均
費

用
血
縁

F
〉
は
需
要
曲
輔
ロ
ロ
ご
と
可
動
に
於
て
切
し
、
三
平
均
曲
線
に
劃
し
て
白
可
に
於
け
る
限
界
曲
糠
は
夫
々

β
出
の
大
き
さ
を
は
て

O
に
て

め

交
は
L
U
O

蓋
し
、
匂
に
臆
ず
る
生
産
量
に
て
穂
利
潤
が
最
大
に
な
る
か
ら
で
あ
る
o
而

L
て
、
ご
つ
の
限
界
値
の
一
致
は
此
の
際
平
均
費
用
曲
線
も
ゼ

Robinsoll， J.. Ibid.， p・547. Robinson， J.， The Economi由。fImperfect 
Competition， pp. 94-95. 
栗村雄吉、濁占債格の理論、 404頁以下o
一産業内総て白企業が生産量と白閥揮に於て同-0費用峰件にあると俵定さ

17) 
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LA 

第

D' 

LM 

四国

y 

に
於
て
需
要
曲
線
と
同
ピ
〈
右
下
り
白
勾
配
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
と
を
語
つ
で
ゐ
る
。

ζ

D

こ
と
は

産
業
均
衛
に
於
け
る
企
業

ω
規
模
討
、
平
均
費
用
最
低
黙
に
蓮
せ
ざ
る
費
用
遁
械
白
段
階
に
於
て
定
ま

叫

る
己
主
を
意
味
し
て
あ
る
。

カ
ア
ン
の
定
理
に
閲
す
る
説
明
と
し
て
以
上
位
述
べ
た
と
と
ろ
を
基
礎
に
し
て
推
論
す

る
な
ら
ば
、
己
白
項
に
於
て
今
問
題
と
た
り
つ
L
あ
る
形
態
の
筒
別
均
衡
が
完
全
均
衡
に

移
り
行
〈
関
係
如
何
に
就
て
一
際
白
一
般
的
解
容
を
輿
へ
る
と
と
が
出
来
る
。
削
ち
、
費

用
暗
躍
滅
的
規
模
の
段
階
に
於
て
超
費
債
格
を
可
能
友
ら
し
め
ら
れ
る
欣
態
を
以
て
筒
別
均

衡
に
遼
せ
る
企
業
は
、
掲
剰
牧
絡
を
原
因
と
し
て
起
る
外
部
企
業
の
競
争
白
作
用
に
よ
っ

て
需
要
曲
線
を
押
し
下
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
過
剰
牧
徒
D
成
立
不
可
能
な
る
程
度
に
達
し
て

完
全
均
衡
の
欣
態
に
入
る
。
そ
の
揚
合
の
規
模
は
筒
別
均
衡
の
場
合
と
同
じ
〈
費
用
活
減
の
段
階
に
あ
っ
て
而
も
一
厨
小
な
る
も
の

に
な
る
。
円
滑
々
国
最
越
規
模
に
遠
ぎ
か
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
超
費
低
格
の
成
立
を
可
能
左
ら
し
め
て
ゐ
る
筒
別
均
衡
が
右
D
如
く
に
単
位
費
用
と
債
侍
と
D
均
ル
且
守
す
る
内
容
の
完
全

均
衡
に
移
行
す
る
と
の
解
容
を
興
へ
る
の
は
、
一
つ
の
前
提
に
立
脚
し
て
ゐ
る
ロ
そ
の
前
提
は
、
箇
別
均
衡
的
企
業
に
針
す
る
外
部

企
業
の
競
争
的
侵
入
の
作
用
は
徐
剰
牧
経
の
成
立
が
可
能
な
る
か
ぎ
り
充
分
に
現
は
れ
る
と
い
ふ
己
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
調
占

的
競
争
企
業
は
何
等
か
の
特
殊
事
情
の
作
用
に
土
っ
て
、
或
る
程
度
ま
で
の
債
格
高
差
は
あ
っ

τも
そ
の
需
要
に
封
ず
る
他
の
企
業

の
競
争
的
侵
入
か
ら
防
衛
さ
れ
る
特
質
を
有
し
で
ゐ
る
。
故
忙
今
、
費
用
を
超
え
た
刺
鉄
を
生
や
る
債
格
闘
係
が
他
の
企
業
の
競
争

に
よ
っ
て
如
何
左
る
影
響
を
受
け
る
か
は
、
か
〈
て
、
凋
占
的
競
争
企
業
が
刺
除
残
生
的
箇
別
均
衡
の
紋
態
に
あ
る
場
合
の
競
争
防

衛
的
特
殊
事
情
を
超
克
す
る
と
と
の
可
能
を
、
各
国
子
の
別
に
従
う
て
、
夫
々
に
検
討
せ
ね
ば
正
確
な
件
は
得
ら
れ
ぬ
誇
で
あ
る
。

山
商
品
品
質
の
特
殊
性
を
基
礎
と
す
る
揚
合
。
費
則
遮
減
的
段
階
の
規
模
に
於
て
筒
別
均
衡
に
達
す
る
揚
合
の
多
〈
は
、
需
要

調
占
的
競
争
企
業
主
そ
四
規
模

第
五
十
台
一
巻

六
五
五

第
六
擁

三五

ブL

れねばなら由。 Robinson，J.， Imperfect Competition and Falling Supply 
Price， lbid.， p. 545 
Robinson， J.， Ibid. p. 548 
Cf.I王arrod，R. F.， lbid.， P・459

19) 
20) 



濁
占
的
競
争
企
業
主
そ
白
規
模

第
一
且
十
三
巻

六
五
六

第

披

/、

O 

の
弾
力
性
が
比
較
的
小
な
る
か
或
は
大
規
模
生
産
に
よ
る
節
約
白
利
谷
を
生
十
ぺ
き
潜
在
的
幅
が
比
較
的
成
い
か
り
産
業
部
門
に
於

て
見
ら
れ
る
。
か
く
て
、
と
れ
ら
の
揚
合
に
は
他
の
企
業
か
ら
の
競
争
の
影
響
を
阻
却
す
る
己
と
が
比
較
的
困
難
で
あ
る
。
先
づ
、

品
質
の
特
殊
性
は
あ
っ
て
も
、
類
似
品
又
は
代
用
品
か
ら
来
る
所
の
競
争
的
供
給
増
加
は
著
し
〈
需
要
曲
線
を
低
下
せ
し
む
る
傾
向

が
あ
る
。
次
に
、
大
量
生
産
に
遇
す
る
種
類
の
商
品
に
つ
い
て
は
、
各
企
業
毎
に
若
干
の
品
質
差
が
あ
っ
て
も
v

一
般
に
そ
の
聞
の

特
殊
性
が
稀
薄
な
る
と
と
を
普
通
の
事
賓
と
す
る
。
そ
の
品
質
特
殊
性
に
よ
る
障
壁
は
比
較
的
超
克
し
易
い
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か

く
て
、
需
要
曲
線
に
封
ず
る
競
争
の
影
響
が
現
は
れ
易
い
。
己
れ
を
要
す
る
に
、
品
質
D
特
殊
性
に
立
脚
し
て
生
や
る
此
の
場
合
の

如
き
超
費
制
格
可
能
の
筒
別
均
衡
は
完
全
均
衡
化
の
朕
態
忙
於
て
は
存
易
に
剰
僚
を
失
っ
た
債
格
の
成
立
に
導
か
れ
る
。
か
く
て
、

か
く
の
如
き
揚
合
白
市
場

ι於
て
は
諸
企
業
問
の
競
争
は
極
度
忙
激
化
し
易
く
、
そ
り
結
果
と
し
て
そ
と
に
は
種
々
の
カ
ル
チ
ル
乃

至
ト
ラ
ス
ト
等
の
濁
占
組
織
の
殻
建
す
る
傾
向
が
強
く
在
る
。
皐
に
距
離
事
情
に
立
脚
し
て
の
澗
占
的
競
争
企
業
の
完
全
均
衡
化
過

程
に
つ
い
て
も
、
大
韓
右
と
同
一
の
閥
係
が
認
め
ら
れ
る
。

(2) 

成
告
そ
の
他
特
別
の
費
用
主
要
す
る
版
費
手
段
を
基
礎
と
す
る
揚
合
。
景
品
康
告
や
特
別
大
規
模
庚
台
十
更
に
或
は
優
秀
庖

員
白
特
殊
客
扱
等
が
屡
々
需
要
者
へ

D
非
合
理
性
吸
引
力
と
た
っ
て
、
相
側
占
的
競
争
企
業
が
成
立
す
る
。
か
i
A

る
凋
占
的
競
争
企
業

に
つ
い
て
は
、
た
と
へ
超
費
倒
格
を
許
す
筒
別
的
均
衡
が
成
立
し
て
も
、
そ
の
際
の
剰
徐
白
中
に
は
、
成
義
生
産
費
心
中
に
含
ま
る

べ
き
一
部
の
販
貸
費
以
外
白
、
特
別
販
寅
費
が
別
に
含
み
込
ま
れ
て
ゐ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
此
白
特
別
販
貸
費
は
か

L

る
館
別
均
衡
が
完
全
均
衡
に
向
っ
て
移
行
す
る
際
の
一
闘
係
を
分
析
す
る
に
詰
っ
て
、
計
算
的
要
素
と
し
て
重
要
注
役
割
を
持
つ
。

帥
ち
、
特
別
の
販
一
買
手
段
K
立
脚
す
る
猫
占
的
競
争
企
業
が
、
そ
の
完
杢
均
衡
に
於
て
一
見
カ
ア
ン
の
定
理
と
矛
盾
す
る
か
の
如

く
、
た
ほ
超
費
畑
出
格
を
可
能
た
ら
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
揚
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
草
花
成
義
生
葎
費
白
み
に
著
限
す
る
か
ら
の
結
果

に
他
左
ら
た
く
て
、
特
別
販
寅
費
を
計
算
白
中
に
取
入
れ
る
た
ち
ば
、
そ
の
完
全
均
衡
の
内
面
的
構
造
は
剰
徐
収
録
主
夫
へ
る
も
白

に
た
っ
て
ゐ
る
と
認
め
ら
る
ベ
曹
揚
合
が
多
い
白
で
あ
る
つ
換
言
す
れ
ば
、
外
部
企
業
か
ら
由
競
争
の
脅
威
が
あ
る
に
不
拘
、
た
ほ



超
賀
川
同
格
を
許
す
需
要
曲
線
が
維
持
さ
れ
て
ゐ
る
揚
合
で
も
、
特
別
販
費
費
が
外
部
競
争
の
脅
威
に
よ
っ
て
増
加
し
、
己
れ
を
計
算

の
中
に
と
り
入
れ
れ
ば
、
既
に
質
問
曲
線
は
波
動
し
て
ゐ
て
、
単
位
費
用
は
畑
山
特
と
均
等
の
高
さ
に
上
昇
し
て
ゐ
る
揚
合
が
多
い
と

考
へ
ら
れ
る
。
蓋
し
、
特
別
白
販
賢
手
段
忙
立
脚
す
る
現
買
の
澗
占
的
競
争
企
業
は
、
異
質
の
刺
徐
牝
茶
を
契
機
と
し
て
起
る
外
部

企
業
の
競
争
の
脅
威
に
よ
っ
て
最
初
の
一
的
別
均
術
欣
態
が
、
崩
壊
の
危
険
に
曝
ち
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
需
要
曲
線
の
低
下
を
混
然

と
見
送
り
得
宇
し
て
、
更
に
そ
の
特
別
版
寅
費
を
榊
加
す
る
で
あ
ら
う
。
か
〈
て
、
費
用
曲
線
は
上
昇
し
、
平
均
費
用
、
と
債
格
と
が

均
等
す
る
に
至
っ
て
競
争
の
費
際
的
脅
威
は
阻
却
さ
れ
て
完
全
均
衡
に
達
す
る
で
あ
ら
う
。

凡
て
以
上
の
考
察
の
結
果
を
綜
持
す
る
忙
、
費
用
D
遁
滅
的
段
階
に
於
け
る
規
模
を
以
て
超
費
偵
怖
を
可
能
な
ら
し
め
ら
れ
る
濁

占
的
競
争
企
業
白
筒
別
均
衡
は
、
外
部
企
業
の
競
争
に
到
し
て
維
持
さ
れ
難
い
。
そ
れ
は
完
全
均
衡
に
於
て
刺
徐
収
援
を
失
ム
に
至

る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

圃

D 

3‘ 

第
三
に
、
計
劃
費
閉
曲
線
上
の
最
低
則
の
右
側
の
位
相
、
印
ち
費
用
漣
哨
的
段
階
の
規
模

に
於
て
趨
出
耳
慣
格
を
可
能
友
ら
し
め
ら
れ
る
箇
別
均
衡
の
揚
合
を
取
上
げ
る
と
と
が
向
来

事

る
。
と
れ
は
第
五
闘
に
一
弔
さ
れ
る
内
面
的
構
遁
む
も
の
で
あ
る
。
印
ち
、
。
民
は
限
界
牧
議

曲
線
冨
同
と
限
界
費
用
曲
線

F
Z
と
の
一
交
貼
(
叫
に
相
廃
す
る
生
産
量
に
し
て
、
と
れ
が
筒

ヨ王

別
均
衡
規
模
を
規
定
す
る
。
此
の
規
模
は
計
量
費
用
曲
線
線
上
の
最
低
賠

m
K
相
臆
す
る
生

産
量

C
昌
、
陀
規
定
さ
れ
る
規
模
よ
り
大
で
あ
る
。
此
り
際
刺
徐
牧
谷
可
叶
を
A
T
向
む
債
格
】
勺

冨
が
獲
ら
れ
る
D

此
の
種
の
形
態
の
向
別
均
衡
は
、
大
量
生
産
に
よ
る
節
約
白
利
益
の
潜
在
的
幅
が
比
較
的

y 

狭
い
か
、
或
は
需
要
の
開
力
性
が
比
較
的
大
な
る
産
業
部
門
白
上
に
成
立
し
易
い
。
比
較
的

小
規
模
で
最
趨
段
階
に
達
し
或
は
供
給
の
増
加
が
債
格
の
低
下
を
惹
起
す
る
力
の
比
較
的
弱

調
占
的
競
争
-
企
業
と
そ
の
規
諜

第
五
十
三
巻

ハ
五
七

第
六
挽

六



蝿
占
的
競
争
企
業
主
そ
由
規
模

第
五
十
三
巻

六
五
八

静
六
競

六

い
た
め
で
あ
る
。
執
れ
に
し
て
も
、
か
h

る
形
態
の
筒
別
均
衡
は
外
部
企
業
の
競
争
的
攻
撃
の
作
用
に
封
し
て
比
較
的
弧
親
友
る
抵

抗
力
を
具
備
し
て
ゐ
る
。
蓋
し
、
大
規
模
生
産
に
遁
せ
ざ
る
こ
と
は
手
工
を
主
た
る
要
素
と
す
る
生
産
部
円
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て

ゐ
る
が
、
か
L

る
判
明
合
に
は
製
品
の
質
的
特
殊
性
に
基
い
て
需
要
者
側
に
於
け
る
企
業
濯
好
み
の
傾
向
を
惹
起
し
易
い
。
だ
か
ら
、

澗
占
企
業
に
劃
す
る
外
部
企
業
の
!
競
争
的
攻
撃
に
制
し
て
は
、
比
較
的
強
度
の
高
い
防
牌
L

が
且
(
は
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

生
産
の
過
程
に
闘
聯
し
て
右
の
如
昔
特
殊
性
を
具
備
し
て
ゐ
在
い
揚
合
で
あ
っ
て
も
、
需
要
の
弾
力
性
が
商
砂
れ
ば
、
供
給
量
の
増

加
に
叫
制
す
る
債
格
低
下
傾
向
の
感
度
は
比
較
的
鈍
い
。
放
に
、
或
る
程
度
の
外
部
競
争
力
が
作
用
し
て
も
、
箇
別
需
要
曲
線
匹
釣
し

と
れ
に
よ
っ
て
著
し
い
影
響
を
興
へ
る
ζ

主
は
比
較
的
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
h

る
諸
根
撲
に
基
い
て
此
白
種
形
態
の
筒
別
均

術
に
針
し
、
比
較
的
高
度
の
安
定
性
を
認
む
る
に
し
で
も
、
皐
党
そ
れ
は
一
昨
臨
む
傾
向
を
意
味
す
る
も
白
に
過
ぎ
左
い
。
決
定
的
な

均
衡
欣
態
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
帥
ち
、
超
曲
目
倒
格
を
可
能
友
ら
し
め
ら
れ
る
過
大
利
潤
の
現
象
は
外
部
よ
り
の
競
年
の
試

を
誘
愛
せ
?
に
は
ゐ
な
い
。
殊
に
そ
れ
が
、
費
用
遁
榊
段
階
の
規
模
白
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
此
の
馳
に
於
て
は
、
外
部
か
ら
の
競

争
的
侵
入
は
そ
こ
に
何
等
か
の
特
殊
防
衛
凶
子
が
あ
る
に
し
て
も
、
費
用
を
償
ム
債
格
を
以
て
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
乙
と
が
比
較
的

容
易
で
あ
る
と
結
論
せ
ね
ば
友
ら
ね
。
帥
ち
、
そ
れ
の
費
用
遁
増
段
階
に
於
て
過
大
利
潤
を
件
ふ
的
別
均
衡
的
規
模
は
続
守
の
影
響

に
よ
っ
て
、
結
局
維
持
さ
れ
難
昔
も
の
に
た
る
。
か
く
の
如
く
に
外
部
競
4
の
影
響
を
取
入
れ
、
需
要
曲
線
が
動
い
た
結
果
白
完
全

均
衡
的
規
模
は
、
前
に
遁
ベ
た
第
一
の
揚
合
か
又
は
第
二
の
揚
合
白
形
態
に
於
て
定
ま
る
の
で
あ
る
。

結

言

以
上
の
考
察
か
ち
推
論
す
れ
ば
、
潤
占
的
競
争
市
場
に
於
て
は
、
偶
々
費
用
最
小
の
最
適
規
模
を
以
て
箇
別
均
衡
的
地
位
を
得
た



企
業
に
閲
す
る
例
外
的
揚
合
の
他
、

一
般
忙
、
超
費
慣
格
を
競
っ
て
諸
企
業
問
に
、
全
健
市
場
の
均
衡
化
を
媒
介
す
る
競
争
が
展
開

す
べ
〈
、
そ
白
競
争
の
烈
度
は
技
術
の
進
歩
に
件
っ
て
企
業
資
本
の
高
度
同
定
化
が
進
め
ば
進
む
程
爺
々
激
し
く
去
る
と
い
は
ね
ば

た
ら
由
。

一
産
業
界
に
於
付
る
高
度
同
定
資
本
化
的
企
業
聞
の
激
烈
な
競
争
は
そ
の
過
程
白
上
で
必
十
何
等
か
の
形
態
の
高
度
滴
占

組
織
白
成
立
を
導
く
に
至
る
。
猫
占
的
競
争
企
業
が
高
度
調
占
組
織
に
殻
展
す
る
と
と
は
、
生
産
要
素
利
用
上
の
合
理
化
及
び
生
産

物
悦
格
の
闘
係
か
ら
見
て
如
何
に
是
非
す
べ
き
で
あ
る
か
。
若
し
、
高
度
組
側
占
組
織
が
、
興
へ
ら
れ
る
技
術
水
準
の
前
提
下
で
必
宇

そ
白
生
産
方
訟
を
徹
底
的
に
合
理
化
す
る
と
の
建
前
を
以
て
最
大
利
潤
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
結
果
と
し
て
生
産
費
ば

節
約
さ
れ
、
依
絡
は
低
下
す
る
に
至
る
舎
で
あ
る
。
そ
れ
は
獅
占
的
競
争
市
相
留
に
於
て
見
ざ
る
程
度
に
注
す
る
の
で
あ
る
ロ
蓋
し
、

凋
占
的
競
争
企
業
の
完
全
均
術
的
規
棋
は
隈
ら
れ
た
街
々
白
需
要
圏
内
に
於
て
、
国
最
も
普
通
に
は
費
用
最
小
結
段
階
K
達
し
得
た
い

も
む
で
あ
る
。
然
る
に
一
角
度
狽
占
組
織
は
そ
の
需
要
闘
域
主
横
げ
て
需
要
曲
線
を
押
し
上
げ
、
と
れ
に
よ
っ
て
規
模
を
掠
大
し
、
合

理
化
を
進
め
る
己
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
現
買
に
は
高
度
濁
占
組
織
に
と
っ
て
、
生
産
要
素
結
合
方
法
主
徹
底
的
に
合
理
化
す
る

こ
と
は
、
自
己
D
最
大
利
潤
計
算
の
岱
に
必
し
も
必
要
で
は
な
い
。
限
界
収
録
と
限
界
費
と
の
一
致
を
定
め
る
己
と
が
競
争
の
あ
る

揚
合
と
異
h

り
還
に
自
由
に
一
な
さ
れ
得
る
。
か
〈
て
、
生
産
要
素
白
浪
費
が
起
り
、
避
け
得
べ
き
筈
の
債
格
騰
貴
が
費
生
す
る
。
自
由

主
義
政
策
は
必
然
的
に
庚
〈
各
種
の
高
度
調
占
的
産
業
組
織
を
稜
達
せ
し
め
た
が
、
己
れ
に
針
し
、
生
産
要
素
結
合
上
の
徹
底
的
合

理
化
ム
」
低
位
債
椅
と
が
要
求
さ
れ
る
我
国
現
下
の
如
昔
一
揚
合
に
は
、
内
に
企
業
者
自
ら
の
側
で
公
益
優
先
主
義
に
向
一
ツ
て
管
利
主
義

企
業
原
理
の
革
新
が
な
さ
れ
、
外
で
は
岡
家
強
権
の
側
か
ら
、
企
業
の
規
模
の
瞭
大
、
生
産
設
備
の
改
善
に
就
亡
強
制
叫
果
敢
な
る
指

導
又
は
強
制
白
左
さ
れ
る
と
と
が
、
不
可
制
問
の
要
請
と
友
る
所
以
は
正
に
右
の
如
き
事
情
に
有
し
て
ゐ
る
n

調
占
的
競
争
企
業
と
そ
白
規
模

第
瓦
十
一
一
一
巻

六
五
九

帯
六
腕

六




